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想い起こせば，この千葉医学会雑誌第 9巻第 l部 8号
に，“抗臓器血清による臓器の特異性変化の本態に就て，
特に Nephrotoxinおよび Hepatotoxinによる腎およ
び肝の変化に就て(附)糸盤体腎炎および子痢肝の発生
病理に就て"と題する馬杉復三教授と筆者による原著が
最初に公刊されたのは， いまから 43年前の昭和6年の
ことである。のちに Masugi nephritis として世界の
耳目を集めるようになった研究の哨矢である。故馬杉教
授を中心として，本学病理学教室において完成された実
験的糸球体腎炎(馬杉腎炎)の研究は，このようにして
千葉医学会誌ではじめて報告されたものである。本年は
千葉医学会 50年の記念すべき年にあたり，本学会と千
葉県医師会の主催からなる講演会が 5月 1日に催され，
馬杉教授の門下として筆者と佐藤保雄博士が招かれて，
馬杉腎炎発祥のころの想い出を語る機会を得た。この研
究に実際にたずさわった門下生の多くが故人となられた
現在，この研究の生まれた当時のことどもを，二，三書
きとどめて，大方の参考に供したいと思う。
当時の考えでは，糸球体腎炎は，病原細菌の検出され
ぬような時期に発生し，しかも両側の腎臓の糸球体のす
べてが繍漫性同質におかされ，通常の感染病における炎
症とは異なるところから， その病因は不明とされてい
た。ウランや蛇毒を用いて実験的に腎炎に似たものを作
ろうとする人々もおったが，組織学的にも臨床的にも腎
炎とは全く違ったものに過ぎなかった。このようなこと
から糸球体腎炎を実験動物で作ることは不可能であると
いう考え方が支配的であった。
ドイツに留学して Rosl1e教授のもとで，細胞毒(チ
トトキシン)の研究をして帰国された馬杉教授は，一方
では骨髄の病理，特に骨髄洞の構造と細胞学，に強い関心
を示されていたが，同時にチトトキシンの研究を腎臓に
応用する実験を筆者らに命ぜられた。ラッテ腎を生理食
塩水で還流し，それを潰して腎粥としてウサギを免疫
し，ラッテ腎に対する抗血清を作製した。この 0.75な
いし 4ccを，ラッテに注射すると，高度の蛋白尿が出
現した。蛋白尿中には，糸球体腎炎に特有とされる赤血
球や硝子様チリンダーが含まれていた。
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腎臓の組織を検鏡するに，チトトキシンの実験からは
予期しえない組織像が発見された。すなわち腎臓の最大
の成分である尿細管細胞に対する細胞毒性の変性ではな
くて，糸球体の方に一様に特徴のある炎症性の変化が現
われることに，馬杉教授は気がついたのである。この変
化は，軽い時には，糸球体の富核とボーマン護内の蛋白
惨出，それに尿細管の硝子滴変性にはじまり，重い場合
は，糸球体の血行停止，糸球体構造の破壊と半月体の形
成，グラスローマの形成にいたるものであった。それま
でに，チトトキシンの研究は多数あったが，なんびとも
指摘していない変化であった。
馬杉教授は，それから文献を渉猟し，この変化が人間
の糸球体腎炎に相当するものであることを確信するにい
たった。さらに佐藤保雄，村沢貞雄博士らとともに，ワ
サギ腎でアヒルを免疫して作った抗腎抗体をウサギに投
与することによって，ウサギの腎炎作製にも成功した。
この間，この変化がたしかに人間の糸球体腎炎と同じも
のであることを，体重の変化，尿の検索，血清残余窒
素，血圧の変動などの臨床症状からも証明して行なっ
た。これらの結果は， 1931年から 1933年にかけて，千
葉医学会誌，日本病理学会誌に次々と報告された。
しかしこのような変化が，チトトキシンのいかなる作
用によるものかという点に関しては，容易に説明し得る
ものではなかった。チトトキシンによる細胞毒性の変
化，つまり変性に対して，糸球体毛細血管におけるアレ
ノレギー性炎症という考えに 180度の転換をしたのは，馬
杉先生のけだし慧眼というべきであろう。その転換のた
めには，実験をくりかえしつつ，その組織像を丹念に記
載するとともに，血清補体量を測定したり，臨床症状を
注意深く追求して，はじめて馬杉腎炎が誕生したのであ
る。その成果は， 独文で Beitragezur Pathologishen 
Anatomieに発表され (1933年)，はじめて世界の学者
を驚倒させるにいたったのである。その聞にラッテ，ウ
サギ，イヌにおいても実験が続けられ，次々と発表され
た。その多くが，この千葉医学会誌にはじめて報告され
たので‘ある。その聞の経過については，寧楽書房刊“腎
炎その他の研究" (1948年干1 )，千葉大学病理学教室編
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“馬杉腎炎 35年"(昭和 41年lJ)等にくわしく記され
ている。
馬杉腎炎が世にうけ入れられ，その真価が評価される
までには幾多の反対や困難があった。馬杉先生は， ドイ
ツの文献をことごとく読破され，日夜ご自分でタイプを
打たれた。ある時は，これを早く出版しなければ大勢に
遅れると，急速研究を急がれ，不休の努力が続けられた
こともあった。不幸にして若くして宿剰に犯され，一時
は病床にふされたが，後には健康をとりもどされ， }I贋天
堂医学専門学校，東京医科大学で教鞭をとるにいたった
にもかかわらず，肺の血管腫というまれな病気でついに
不帰の客となった。享年 51才であった。もし長寿をと
げられ，興味を持たれていたりウマチ性心筋炎や強皮症 
などの研究が完成されたならばと，惜しみても余りある
ことである。
しかしその後馬杉腎炎の研究は，岡林教民を始めとす
る千葉大病理学教室の俊秀によって続行され，多くのす
ぐれた研究を生み出した。また欧米においてもその評価
が確立され，糸球体腎炎発生の免設病理学的機序が解明
されつつあることはまことに心強いことである。この研
究のはじめに参加することができた筆者にとっても，常
に忘れることのできぬ想い出であり，心のかてである。
千葉医学会 50年の記念すべき年にあたり， 千葉大学の
生んだ偉大な研究のひとつを回想し，本学会の益益の発
展を願いつつ，筆をおくこととする。
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